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2017年4月17日 最近の指標から見る中国経済（2017年4月）   
2017年3月17日 「全人代」が閉幕（中国） 

2017年4月20日 

（No.2,054） 
〈マーケットレポートNo.5,371〉 

 主要70都市の新築住宅価格指数について一人

当たり所得で加重平均した前年同月比をみると、

17 年 3 月 は 同 ＋ 12.4 ％ と 、 2 月 （ 同

＋13.2％）から伸び率がやや縮小しました。 

 同指数の加重平均値は、16年11月をピークに鈍

化しているものの、依然として２桁増と高止まりし

ています。 

中国国家統計局は、主要70都市について販売用新築住宅価格を指数化した「主要70都市新築住宅価

格動向」を毎月公表しています。住宅価格の動向を知るうえで、各都市ごとの価格指数に加え、70都市のう

ち、前月比で同指数が上昇、下落、横ばいとなった都市数も注目されます。同指標によれば、住宅の購入抑

制策により一旦収まっていた住宅価格上昇が再び顕在化しました。 

 中国国家統計局が18日発表した17年3月の「主要70都市新築住宅価格動向」によると、前月比で価格

が上昇したのは62都市と、2月（56都市）から6都市増加しました。一方、価格が下落したのは8都市と、

2月（12都市）から4都市減少しました。前月と横ばいの都市はゼロと、2月（2都市）から2都市減少しま

した。 

 各地方政府が16年秋から住宅の購入抑制策を強化した影響で、16年11月以降17年1月までは前月比

で上昇する都市が減少していましたが、2月、3月と再び上昇する都市が増加しました。 

3月は価格上昇都市が62に増加 
価格下落都市は減少 

住宅価格上昇には歯止めがかかる見込み 

価格伸び率は12％増 
依然として高止まり 

 各都市の地方政府が16年秋以降に強化した住宅購入抑制策の影響により、住宅価格の上昇は落ち着き

始めたと見られましたが、2月、3月と再び上昇する都市が増加しました。足元では、価格抑制の効果が薄れ

始めている可能性があります。 

 しかしながら、中国共産党・政府は「全国人民代表大会」で、17年の経済運営において不動産バブルの抑制

に力を入れる方針を決定しています。加えて、金融政策のスタンスが緩和から中立へ変更されたことを考えあわ

せると、今後は住宅価格上昇に歯止めがかかるものと思われます。 

上昇が増えた「70都市住宅価格」（中国） 

【主要70都市新築住宅価格】 

（注）データは2012年4月～2017年3月。 
     70都市の住宅価格を一人当たり所得で加重平均した伸び率。 
（出所）CEICのデータを基に三井住友アセットマネジメント作成 
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